
　PETサマーセミナー2018 in 山口湯田温泉は 2018年
8月 24～26日，山口県湯田温泉・ホテルかめ福に
おいて，菅 一能大会長のもと開催されました
（写真 1）。大会初日の前夜に中国・四国地方を通過
した台風 20号の影響が危惧されましたが，会期中
は好天に恵まれ予定どおりに開催されました。
　PETは医師，診療放射線技師，看護師，薬剤師，
研究者，技術者，事務職及び企業等様々な職種の方々
が関わる画像検査ですが，PETサマーセミナーはこ
れらすべての職種の方々が一堂に会する貴重な機会
です（写真 2）。今回のセミナーのテーマは「PETへ
の熱き志」。会期を通して，吉田松陰が開いた松下村
塾を模したミニ松下村塾が行われる等，大会長の熱
き志を感じさせるセミナーでした。このミニ松下村
塾では，初級塾，中級塾，薬剤塾が設けられ，21名
の吉田松陰先生役の先生方による少人数形式の講義
が行われました。筆者も PET/MRIをテーマとして
吉田松陰先生役を務めさせていただきましたが，果

たして，自分なりの熱き志を塾生の皆さんに伝える
ことはできたでしょうか（写真 3）。
　セミナー初日は例年どおり，機器メーカーによる
ユーザーズミーティング，ワークインプログレスに
始まり，夜は恒例の「夜の学校」。夜の学校では今
年も，臨床，看護，技術，薬剤の各セッションが設
けられ，セッション後の情報交換会も含め夜遅くま
で熱心な議論が続きました。
　セミナー2日目の午前は，臨床，看護，技術，薬
剤等の各領域の講演形式のセッションが組まれてお
り，筆者は看護のセッションを聴講しました。PET

検査における看護上の問題点や工夫，苦労話等を聞
くことができ，医師の立場からもとても勉強になり
ました。セミナー2日目の午後は，大会長横断企画
として，全職種による「皆で築くより良い PET検査」
が組まれていました。医師，看護師，診療放射線技
師，薬剤師，製薬メーカーの立場から，PET検査に
おける問題点やその解決策等が発表され，いろいろ

Monitoring Post

モニタリングポスト

PET サマーセミナー 2018 in 山口湯田温泉 印象記

伊藤　浩
Ito Hiroshi

写真 1　会場の山口県湯田温泉・ホテルかめ福 写真 2　会場内の様子

Isotope News　2018 年 12 月号　No.76064



Monitoring Post

モニタリングポスト

な職種の立場からの視点を知るよい機会となりまし
た。このような企画はまさに PETサマーセミナー
ならではの企画だと思います。
　セミナー2日目の夕方は山口市内，秋吉台方面へ
のエクスカーションや吉田松陰と松下村塾について
の講演会が組まれ，筆者は講演会を拝聴しました。
吉田松陰が近代日本の夜明けに果たした役割につい
て萩博物館の道迫真吾氏によって分かりやすく語ら
れ，菅 一能大会長の「PETへの熱き志」の原点を
垣間見た思いがしました。福島県出身の筆者にとっ
て，幕末の山口と福島の歴史には複雑な思いもあり
ましたが，この講演は聞いてよかったと思います。
　セミナー2日目の夜はホテルかめ福にて懇親会が
開かれました。懇親会では，菅 一能大会長によるユ
ニークな山口県の観光案内等があり，大いに盛り上
がりました（写真 4）。また，懇親会後の二次会も同
ホテル内に用意され，深夜まで懇親を深めつつ PET

についての議論が続いたようです。この，深夜まで
飲みながら他施設の先生方と本音を語り合うという
のがこのセミナーの伝統でもあります（写真 5）。
　セミナー3日目の午前は，一般演題と講演形式の
セッションが並列して行われ，正午には大会長の閉
会宣言，次期大会長である筆者の挨拶をもって閉会
となりました。
　今回の PETサマーセミナーは，臨床，看護，技術，
薬剤等の各領域のセッションがバランスよく組まれ
ており，各領域の最近の話題や問題点への対応策等
を勉強しやすい構成だったと思います。また，臨床，
看護，技術，薬剤等の領域のスペシャリストが一堂
に会する大会長横断企画では，自分の専門外の領域
における様々な問題点やそれに対する工夫等を勉強

することができました。また，運営スタッフの方々
の対応も親切で，気持ちよく参加させていただきま
した。菅 一能大会長はじめ運営スタッフの皆様に
感謝申し上げます。
　来年の「PETサマーセミナー2019 in 福島」は，
筆者が大会長となって，2019年 8月 23～25日に福
島県福島市のコラッセふくしまで開催いたします。
福島県のキーワードは「復興」ですが，復興とは未
来を創ること。大会テーマも「PETの未来」としま
した。菅 一能大会長が掲げられた「PETへの熱き志」
をしっかり受け止めて，PETの未来を語る場にでき
ればと存じます。また，震災による原発事故以来，
全国の核医学・放射線医学関係の皆様のご支援を頂
きながら復興への歩みを進める福島県の姿も見てい
ただければ幸いです。夏の福島は暑いことでも有名
です。暑さに負けないよう，福島の味覚等も楽しみ
ながらご参加ください。皆様の福島へのお越しをス
タッフ一同お待ち申し上げます。

（福島県立医科大学　医学部　放射線医学講座）

写真 3　ミニ松下村塾にて
塾長（筆者）と塾生のみなさん

写真 4　懇親会での菅 一能大会長のご挨拶

写真 5　歴代大会長，実行委員長の記念撮影
懇親会にて
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